
呼吸ケアサポートチーム（RST）の取り組み
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呼吸器の病気によって生じた障害を持つ

患者さんに対して、可能な限り機能を回復

あるいは維持させることを目的に、患者さ

ん自身が自立できるように、外来・入院期

から医療チームの連携によって継続的に支

援していきます。
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図１
呼吸リハビリテーションでＣＯＰＤの増悪が
予防されます（当院データ）
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図2
歩数が多いほど生活の質（ＱＯＬ）も良好です
（当院データ）

当院では、慢性閉塞性肺疾患（COPD）などの慢性呼吸器疾患に対して、

早期から治療介入および呼吸リハビリテーションを導入することによって、

増悪予防やQOL向上に成果をあげております。

（図1、２参照）



呼吸リハビリをしている患者さんに配布している日誌です。
患者さん、医療者が体調を把握できるようにしており、患者
さんが利用している介護サービス事業所と連携を図れるよう
連絡欄を用いるようにしています。

日誌内には、「体調が悪いときの対応」についても分かり
やすく設定しています。

電話連絡を取り入れることで、早期支援ができ、適切な対
応が取れるような対策を取っています。

体調管理に関する項目

活動性に関する項目

増悪時アクションプランに関する項目

電話連絡で適切な対応が
できるような体制

アクションプランの内容
も連携し共有
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情報共有をタイムリーに行うことを目的に、ICTを活用したシステムを運用しています。

パソコンやスマートフォン、タブレット端末を用いて、在宅医療や介護従事者と当院呼吸器

科医師、看護外来看護師間で患者の血圧や体温などバイタル情報をリアルタイムに共有する

ことができる多職種連携システムです。



フライングディスク体験

～いきいき呼吸健康クラブ～

呼吸器疾患の患者さんやご家族に対し、
講話や交流会、フライングディスク体験
を行っています。

呼吸に合わせて、自分のタイミングでディスクを

投げるので、安全に楽しく、息切れが少なく楽しめ

ます。

COPD（慢性閉塞性肺疾患）や間質性肺疾患など

の呼吸器疾患の患者さんや在宅酸素療法（HOT）を

行っている方におすすめのスポーツです。



患者交流会

講演・講義の様子

病気についてどうすればいいか、困っている

こと悩んでいることなどを自由に話せる場です。

お互いに語り合うことで、仲間づくりの場と

なっています。

肺の病気を持つ患者さん、ご家族向けの講話

を開催しています。テーマは肺の病気と運動、

栄養、呼吸リハビリテーションなど様々な内容

があります。



患者カンファレンス

・毎週木曜日 16:45～

・呼吸ケアサポートチーム（RST）にて検討

～患者カンファレンス目的～

下記対象の症例に対し、治療評価と今後の方針などを検討

１）人工呼吸器使用患者（IPPV, NPPV, CPAP）

２）在宅酸素（HOT）、人工呼吸（NPPV, CPAP）導入患者

３）呼吸器症状のために病態が不安定な患者

４）気管支喘息や、慢性呼吸器疾患急性増悪予防のセルフケア

指導を要する患者

５）呼吸リハビリテーション実施予定または、実施中の患者

RSTの介入はそれぞれの専門性を活かしたアプローチができます。
患者さんのQOL維持・向上のため取り組んでいます。


